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(57)【要約】
【課題】　認証印刷機能を備えた印刷装置において、認
証印刷の対象の選択を容易にする。
【解決手段】　認証を指示された印刷データについて、
本人認証を行ない認証された場合に印刷を実行する認証
印刷機能を有する印刷装置であって、印刷データと認証
指示の有無とを対応付けて格納する印刷情報格納手段と
、前記印刷情報格納手段に格納された印刷データのリス
トを表示して、印刷対象の選択を受け付ける表示手段と
を備え、前記表示手段は、認証指示のある印刷データと
認証指示のない印刷データとを別画面でリスト表示する
。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　認証を指示された印刷データについて、本人認証を行ない認証された場合に印刷を実行
する認証印刷機能を有する印刷装置であって、
　印刷データと認証指示の有無とを対応付けて格納する印刷情報格納手段と、
　前記印刷情報格納手段に格納された印刷データのリストを表示して、印刷対象の選択を
受け付ける表示手段とを備え、
　前記表示手段は、認証指示のある印刷データと認証指示のない印刷データとを別画面で
リスト表示することを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の印刷装置であって、
　前記印刷情報格納手段は、印刷データにその印刷データに係るユーザ識別子をさらに対
応付けて格納するものであり、
　ユーザ識別子と認証用情報とを対応付けて格納するユーザ情報格納手段と、
　認証用情報による本人認証を行なう認証手段とをさらに備え、
　前記表示手段は、認証指示のある印刷データのリスト表示前に前記認証手段による本人
認証を行ない、
　本人認証によって特定されるユーザ識別子に係る認証指示のある印刷データをリスト表
示することを特徴とする印刷装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の印刷装置であって、
　前記表示手段は、認証指示のない印刷データのリスト表示の際には本人認証を行なわな
いことを特徴とする印刷装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の印刷装置であって、
　前記表示手段は、認証指示のある印刷データのリスト表示画面と認証指示のない印刷デ
ータのリスト表示画面とを切替指示を受け付け可能であり、
　認証指示のある印刷データのリスト表示画面の再表示の際には、前記本人認証は行なわ
ないことを特徴とする印刷装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の印刷装置であって、
　不揮発性の記憶手段をさらに備え、
　前記印刷データは、前記不揮発性の記憶手段に格納されたものであることを特徴とする
印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は印刷装置に係り、特に、印刷を指示した本人と認証された場合に印刷を実行す
る認証印刷機能を備えた印刷装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンピュータネットワークに印刷装置が接続されたネットワーク印刷システムでは、印
刷装置を複数台のコンピュータで共有することが一般的である。このため、印刷装置では
異なるユーザからの様々な印刷結果が出力されることになる。ところが、印刷物の中には
、他人に見られたくないものや、秘匿性の高い資料等がある。このような印刷物を保護す
るために、認証印刷機能を備えた印刷装置が知られている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　認証印刷機能を備えた印刷装置では、ユーザが認証印刷を指示すると、印刷データが印
刷装置に送られても即座に出力はされず、印刷装置で本人認証を行なって認証された場合
にだけ印刷が実行される。この機能により、ユーザは他人の目に触れることなく印刷結果
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を手にすることができる。
【特許文献１】特開２００２－２４０３９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　印刷装置で本人認証を行なって認証印刷を実行する場合には、印刷対象物を特定する必
要がある。一般に、印刷対象物の特定は、印刷装置に蓄積されている印刷ジョブ等の一覧
を表示させて、その中からユーザが認証印刷を実行したい印刷ジョブを選択することで行
なわれる。
【０００５】
　ところが、印刷装置に蓄積されている印刷ジョブの数が多いと、一覧に通常印刷のジョ
ブと認証印刷のジョブとが混在して、認証印刷の対象を探し出すのに手間がかかる。この
ため、認証印刷を行なうユーザに負担を強いることになる。
【０００６】
　本発明は、このような状況を鑑みたものであり、認証印刷機能を備えた印刷装置におい
て、認証印刷の対象の選択を容易にすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明に係る印刷装置は、認証を指示された印刷データにつ
いて、本人認証を行ない認証された場合に印刷を実行する認証印刷機能を有する印刷装置
であって、印刷データと認証指示の有無とを対応付けて格納する印刷情報格納手段と、前
記印刷情報格納手段に格納された印刷データのリストを表示して、印刷対象の選択を受け
付ける表示手段とを備え、前記表示手段は、認証指示のある印刷データと認証指示のない
印刷データとを別画面でリスト表示することを特徴とする。
【０００８】
　本発明によれば、印刷対象を選択する際に、認証指示のある印刷データと認証指示のな
い印刷データとを別画面でリスト表示するため、認証印刷機能を備えた印刷装置において
、認証印刷の対象の選択を容易にすることができる。
【０００９】
　さらに、本発明では、前記印刷情報格納手段は、印刷データにその印刷データに係るユ
ーザ識別子をさらに対応付けて格納するものであり、ユーザ識別子と認証用情報とを対応
付けて格納するユーザ情報格納手段と、認証用情報による本人認証を行なう認証手段とを
さらに備え、前記表示手段は、認証指示のある印刷データのリスト表示前に前記認証手段
による本人認証を行ない、本人認証によって特定されるユーザ識別子に係る認証指示のあ
る印刷データをリスト表示することができる。
【００１０】
　認証を指示された印刷データのリストは、その印刷データに係るユーザだけが閲覧可能
とすることが望ましいからである。
【００１１】
　一方、認証を指示されていない印刷データのリストは、他人が見ても差し支えないと考
えられるため、前記表示手段は、認証指示のない印刷データのリスト表示の際には本人認
証を行なわないようにすることができる。
【００１２】
　また、前記表示手段は、認証指示のある印刷データのリスト表示画面と認証指示のない
印刷データのリスト表示画面とを切替指示を受け付け可能であり、認証指示のある印刷デ
ータのリスト表示画面の再表示の際には、前記本人認証は行なわないようにすることがで
きる。
【００１３】
　最初の認証指示のある印刷データのリスト表示の際に本人認証が行なわれるため、再表
示の際には本人認証を行なう必要はない。これにより、ユーザの手間をさらに軽減させる
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ことができる。
【００１４】
　さらに、不揮発性の記憶手段をさらに備え、前記印刷データは、前記不揮発性の記憶手
段に格納されたものとすることができる。本発明は、印刷データを不揮発性記憶手段に格
納することで再印刷を可能にした印刷装置に特に効果的に適用することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、認証印刷機能を備えた印刷装置において、認証印刷の対象の選択が容
易になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。図１は、本発明に係るネットワ
ーク印刷システムの構成の一例を示す図である。本図に示すようにネットワーク印刷シス
テムは、印刷装置１０と複数台のパーソナルコンピュータ（ＰＣ）２０ａ、２０ｂ…がコ
ンピュータネットワーク７０に接続されて構成される。ＰＣ２０は、印刷装置１０に対応
したプリンタドライバプログラムがインストールされており、印刷制御装置として機能す
る。ネットワーク印刷システムとしては、例えば社内ＬＡＮが代表的である。
【００１７】
　図２は、本実施形態における印刷装置１０とＰＣ２０の特徴的な機能構成を示すブロッ
ク図である。ネットワーク印刷システムは複数台のＰＣ２０を含んでいるが、本図では１
台のＰＣを代表させて説明する。本図に示すように印刷装置１０は、認証印刷に関する情
報を管理する認証印刷管理部１１０と、ＰＣ２０から送られた印刷データに基づく印刷処
理を制御する印刷制御部１２０と、印刷エンジン等を備え印字処理を実行する印刷実行部
１３０と、コンピュータネットワーク７０を介したＰＣ２０との通信を制御する通信処理
部１４０と、操作パネル１５０と、給紙装置１６０と、排紙装置１７０と、不揮発性の記
憶装置１８０と、可搬型のメモリを装着可能な可搬型メモリ用スロット１９０とを備えて
構成される。
【００１８】
　操作パネル１５０は、例えばタッチパネル式の表示装置で構成され、ユーザからメニュ
ー操作を受け付けたり、印刷処理に関する情報を表示したりする。記憶装置１８０は、ハ
ードディスク、メモリカード等を用いることができる。可搬型メモリ用スロット１９０が
装着可能な可搬型のメモリは、例えば、ＵＳＢメモリ等とすることができる。
【００１９】
　ＰＣ２０は、ＰＣ２０における入出力機能やファイル処理、基本的なユーザインタフェ
ース等を提供するＯＳ（オペレーティングシステム）部２１０と、印刷装置１０を制御す
る処理を行なうプリンタドライバ部２２０と、コンピュータネットワーク７０を介した他
のＰＣ２０あるいは印刷装置１０との通信を制御する通信処理部２３０と、文書作成・画
像処理等の特定目的のための処理を提供するアプリケーション部２４０とを備えている。
【００２０】
　プリンタドライバ部２２０は、印刷設定画面等を表示して、ユーザから印刷に関する設
定を受け付けたり、印刷に関する情報ユーザに通知したりする。プリンタドライバ部２２
０およびアプリケーション部２４０はＯＳ部２１０上で実行されるソフトウェアにより仮
想的に構成される。
【００２１】
　次に、本実施形態に係るネットワーク印刷システムにおける認証印刷について説明する
。認証印刷は、主として、認証印刷管理部１１０が制御する。まず、認証印刷の実行に先
立って行なわれる認証印刷設定処理について図３を参照して説明する。認証印刷設定処理
は、例えば、ネットワーク管理者によって行なわれる。
【００２２】
　図３に示すように認証印刷設定Ｍ１では、管理者登録Ｍ１１、ユーザ登録Ｍ１２、認証
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方式Ｍ１３、認証モードＭ１４の設定が行なわれる。これらの設定は、印刷装置１０の操
作パネル１５０を介して行なうことができる。また、ＰＣ２０のプリンタドライバ部２２
０を介して行なうようにしてもよい。
【００２３】
　管理者登録Ｍ１１では、管理者が操作パネル１５０に表示されるメニューにしたがって
管理者の名称と暗証番号とを入力する。入力された情報は、図４（ａ）に示すような管理
者名１８１ａ、暗証番号１８１ｂから構成される管理者情報テーブル１８１として、記憶
装置１８０に登録される。
【００２４】
　ユーザ登録Ｍ１２では、管理者が操作パネル１５０に表示されるメニューにしたがって
ネットワーク印刷システムを利用するユーザに関する情報を、ユーザ毎に入力する。印刷
装置１０ではあらかじめユーザ番号が用意されており、管理者はユーザ番号毎に、ユーザ
名と暗証番号を入力する。入力された情報は、図４（ｂ）に示すようなユーザ番号１８２
ａ、ユーザ名１８２ｂ、暗証番号１８２ｃから構成されるユーザ管理テーブル１８２とし
て、記憶装置１８０に登録される。ユーザ管理テーブル１８２に登録されるユーザ情報は
、これらに限られず、他の情報も記録してもよい。例えば、ユーザが所属するグループ識
別子、印刷可能枚数等を記録するようにしてもよい。管理者がユーザに割り振ったユーザ
番号と暗証番号はそのユーザに通知するようにする。
【００２５】
　なお、管理者情報テーブル１８１の暗証番号１８１ｂと、ユーザ管理テーブル１８２の
暗証番号１８２ｃは、管理者およびそれぞれのユーザを識別する情報であるため、重複し
ないようにする。また、他のユーザには知らせないようにする。暗証番号を通知されたユ
ーザは、自身が使用するＰＣ２０のプリンタドライバ部２２０に暗証番号を登録しておく
。認証印刷実行時にＰＣ２０から印刷装置１０に印刷データに加えて暗証番号も送ること
で印刷装置１０は、どのユーザに係る認証印刷であるかを判別することができる。ただし
、どのユーザに係る認証印刷であるかの判別は、他の方法を用いてもよい。例えば、ＰＣ
２０の識別子、ＩＰアドレス等によっても判別することができる。
【００２６】
　認証方式Ｍ１３は、本人認証を行なう場合に、暗証番号を入力するか、ＵＳＢメモリ等
の可搬型メモリを装着するかを設定する処理である。「暗証番号」を設定した場合には、
操作パネル１５０からユーザに割り当てられた暗証番号を入力することでユーザが特定さ
れる。「可搬型メモリ」を設定した場合には、可搬型メモリに暗証番号を記録したファイ
ルをあらかじめ作成しておき、その可搬型メモリを可搬型メモリ用スロット１９０に装着
することでユーザが特定される。以下では、「暗証番号」が設定された場合を例に説明す
る。「可搬型メモリ」を設定した場合には、説明中の「暗証番号の入力」を「可搬型メモ
リの装着」に読み替えるものとする。
【００２７】
　認証モードＭ１４は、本人認証をいつ行なうかを設定する処理である。具体的には「事
前認証」「通常認証」「認証無し」のいずれかを選択する。「事前認証」は、認証印刷の
有無にかかわらず、印刷装置１０に対する操作を開始する前に本人認証を行なうモードで
ある。「通常認証」は、認証印刷を実行する際に本人認証を行なうモードである。「認証
無し」は、本人認証を行なわないモードである。このため以下の説明では省略する。ただ
しこのモードであっても管理者認証は行なうものとする。
【００２８】
　ユーザは、ＰＣ２０のプリンタドライバ部２２０が提供する印刷設定画面上で認証印刷
を指示することで認証印刷を行なうことができる。図５は、印刷設定画面５００の一例を
示す図である。本図に示すように、印刷設定画面５００では、カラーモード、原稿モード
の指定等に加えて、認証印刷を指示するためのチェックボックスを含む領域５０１が設け
られている。ユーザはこのチェックボックスにチェックを入力することで、認証印刷を実
行することができる。
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【００２９】
　また、ユーザは、ＰＣ２０から印刷装置１０に印刷データを送る場合に、出力方法とし
て「ダイレクトプリント」「ホールド」のいずれかを指定することができる。出力方法の
指定は、印刷設定画面５００のメニュー５０２で行なう。
【００３０】
　ここで、「ダイレクトプリント」は、１回限りの印刷処理であり、送られた印刷データ
は印刷装置１０に一時的に格納されるだけで、印刷が実行されると印刷データは消去され
る。認証印刷を指示されていない「ダイレクトプリント」は、印刷順にしたがって即座に
印刷が開始される。認証印刷を指示された「ダイレクトプリント」は、印刷装置１０で本
人認証が行なわれると印刷が開始される。
【００３１】
　一方、「ホールド」は、印刷データを印刷装置１０の記憶装置１８０に蓄積させる処理
である。このため、印刷装置１０で印刷を指示することで何度も印刷を行なうことができ
る。認証印刷を指示されていない「ホールド」で送られた印刷データは、印刷装置１０で
本人認証を行なうことなく印刷を実行することができる。認証印刷を指示された「ホール
ド」で送られた印刷データは、印刷装置１０で本人認証が行なわれると印刷を実行するこ
とができる。
【００３２】
　「ホールド」で送られた印刷データは、記憶装置１８０に設けられたホールドエリア１
８３に格納される。ホールドエリア１８３は、例えば、図６に示すようなデータ構造で印
刷データを管理する。すなわち、印刷データを送ったユーザを示すユーザ番号１８３ａ、
認証印刷の指示の有無を示す認証Ｆ（フラグ）１８３ｂ、ホールドデータ名１８３ｃ、格
納日時等のホールド情報１８３ｄ、印刷データ１８３ｅを印刷データ毎に記録する。
【００３３】
　なお、認証フラグ１８３ｂは、「１」が認証印刷指示ありを示し、「０」が認証印刷指
示なしを示すものとする。また、ホールドデータ名１８３ｃは、例えば、ファイル名を用
いることができる。ユーザ番号１８３ａは、ＰＣ２０から印刷データとともに送られた暗
証番号に基づきユーザ管理テーブル１８２を参照して特定することができる。
１－１）事前認証モード、ホールドデータの認証印刷
　認証印刷実行時の処理の流れについて説明する。まず、１－１）として、事前認証モー
ドが設定されている場合に、ホールドデータの認証印刷を行なう場合について図７を参照
して説明する。印刷装置１０の記憶装置１８０に設けられたホールドエリア１８３には、
図６に示したようなデータが格納されているものとする（図６に一部再掲）。
【００３４】
　事前認証モードでは、印刷装置１０に対する操作を行なう場合に、あらかじめ本人認証
が行なわれる。このため、印刷装置１０は、待機状態において暗証番号を入力する認証待
機中画面１１１を操作パネル１５０に表示している。ここでは、暗証番号として、ユーザ
番号「２」のユーザ「ＢＢＢＢ」に割り当てられた「２２２２２」が入力されたものとす
る。これにより、印刷装置１０は、ユーザ番号「２」のユーザ「ＢＢＢＢ」により操作を
受け付けたことを認識することができる。なお、登録されていない暗証番号が入力された
場合は、再度認証待機中画面１１１を表示して暗証番号の入力を受け付ける。
【００３５】
　本人認証されると、印刷装置１０は、操作画面１１２を操作パネル１５０に表示してユ
ーザ番号「２」のユーザからの操作を受け付ける。この画面でユーザ番号「２」のユーザ
は、「ホールド」を指示することでホールドデータのリストを表示させることができる。
【００３６】
　印刷装置１０は、「ホールド」の指示を受け付けると、まず、認証印刷が指示されてい
ないホールドデータのリストを表示する（画面１１３）。すなわち、ホールドエリア１８
３に格納されているデータのうち、認証フラグが「０」のデータを抽出して表示する。本
図の例では、全ユーザのホールドデータを表示するようにしているが、ユーザ番号「２」
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の「ＢＢＢＢ」に係る認証なしのホールドデータのみを表示するようにしてもよい。この
画面１１３でいずれかのホールドデータを選択すると、そのホールドデータについての印
刷設定画面１１５が表示され、印刷を実行することができる。
【００３７】
　また、画面１１３で「認証あり」ボタンが選択されると、印刷装置１０は、本人認証さ
れたユーザの認証印刷が指示されたホールドデータのリストを表示する（画面１１４）。
すなわち、ホールドエリア１８３に格納されているデータのうち、ユーザ番号が「２」で
認証フラグが「１」のデータを抽出して表示する。表示の際には、認証印刷であることを
示す鍵マークを付すようにしている。このように、本実施形態では、認証印刷が指示され
たホールドデータのリストを、認証印刷が指示されていないホールドデータのリストと別
画面で表示することで、認証印刷の対象の選択を容易にしている。
【００３８】
　この画面１１４で認証印刷が指示されたホールドデータを選択すると、そのホールドデ
ータについての印刷設定画面１１５が表示され、印刷を実行することができる。印刷実行
後に、別のホールドデータを選択することもできる。この場合、本人認証は済んでいるた
め、認証処理は不要である。また、「認証なし」ボタンを選択すると、再度、認証印刷が
指示されていないホールドデータのリストを表示し（画面１１３）、ユーザからの操作を
待つ。
【００３９】
　なお、印刷装置１０は、認証待機中画面１１１で本人認証を行なった後、所定の時間が
経過した場合には、認証状態を解き、再度認証待機中画面１１１を表示するようにする。
さらに、ユーザからの指示等により認証状態を解くようにしてもよい。また、認証待機中
画面１１１で管理者として認証された場合には、画面１１４で全ユーザに係る認証印刷が
指示されたホールドデータをリスト表示するようにしてもよい。
１－２）通常認証モード、ホールドデータの認証印刷
　つぎに、１－２）として、通常認証モードが設定されている場合に、ホールドデータの
認証印刷を行なう場合について図８を参照して説明する。ホールドエリア１８３には、図
６に示したようなデータが格納されているものとする（図８に一部再掲）。
【００４０】
　通常認証モードでは、認証印刷を行なう際に本人認証が行なわれる。このため、印刷装
置１０は、待機状態において、操作画面１２１を操作パネル１５０に表示してユーザから
の操作を受け付ける。この画面１２１でユーザは、「ホールド」を指示することでホール
ドデータのリストを表示させることができる。
【００４１】
　印刷装置１０は、「ホールド」の指示を受け付けると、認証印刷が指示されていないホ
ールドデータのリストを表示する（画面１２２）。すなわち、ホールドエリア１８３に格
納されているデータのうち、認証フラグが「０」のデータを抽出して表示する。この画面
１２２でいずれかのホールドデータを選択すると、そのホールドデータについての印刷設
定画面１２５が表示され、印刷を実行することができる。
【００４２】
　画面１２２で「認証あり」ボタンの選択を受け付けると、印刷装置１０は、本人認証を
行なうため、暗証番号を入力する認証画面１２３を操作パネル１５０に表示する。ここで
は、暗証番号として、ユーザ番号「２」のユーザ「ＢＢＢＢ］に割り当てられた「２２２
２２」が入力されたものとする。これにより、印刷装置１０は、ユーザ番号「２」のユー
ザ「ＢＢＢＢ」により操作を受け付けたことを認識することができる。なお、登録されて
いない暗証番号が入力された場合は、再度認証画面１２３を表示して暗証番号の入力を受
け付ける。
【００４３】
　本人認証されると、印刷装置１０は、本人認証されたユーザの認証印刷が指示されたホ
ールドデータのリストを表示する（画面１２４）。すなわち、ホールドエリア１８３に格
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納されているデータのうち、ユーザ番号が「２」で認証フラグが「１」のデータを抽出し
て表示する。表示の際には、認証印刷であることを示す鍵マークを付すようにしている。
このように、本実施形態でも、認証印刷が指示されたホールドデータのリストを、認証印
刷が指示されていないホールドデータのリストと別画面で表示することで、認証印刷の対
象の選択を容易にしている。
【００４４】
　この画面１２４で認証印刷が指示されたホールドデータを選択すると、そのホールドデ
ータについての印刷設定画面１２５が表示され、印刷を実行することができる。印刷実行
後に、別のホールドデータを選択することもできる。この場合、本人認証は済んでいるた
め、認証処理は不要である。また、「認証なし」ボタンを選択すると、再度、認証印刷が
指示されていないホールドデータのリストを表示する（画面１２２）。
【００４５】
　画面１２２で、再度「認証あり」ボタンが選択されると、すでに本人認証は済んでいる
ため、認証画面１２３で本人認証を行なうことなく画面１２４を表示する。ただし、本人
認証後所定の時間が経過した場合、ユーザからの認証解除指示があった場合等には、認証
状態を解き、再度本人認証を行なうものとする。また、認証画面１２３で管理者として認
証された場合には、画面１２４で全ユーザに係る認証印刷が指示されたホールドデータを
リスト表示するようにしてもよい。
２－１）事前認証モード、ダイレクトプリントの認証印刷
　２－１）として、事前認証モードが設定されている場合に、ダイレクトプリントの認証
印刷を行なう場合について図９を参照して説明する。印刷装置１０の記憶装置１８０には
、スプールエリア１８４が設けられており、各ＰＣ２０から送られた処理前の印刷ジョブ
が一時的に格納される。そして処理が終了すると削除される。本例において、スプールエ
リア１８４には、図９に示したようなデータが格納されているものとする。
【００４６】
　事前認証モードでは、印刷装置１０に対する操作を行なう場合に、あらかじめ本人認証
が行なわれる。このため、印刷装置１０は、待機状態において暗証番号を入力する認証待
機中画面２１１を操作パネル１５０に表示している。ここでは、暗証番号として、ユーザ
番号「２」のユーザ「ＢＢＢＢ］に割り当てられた「２２２２２」が入力されたものとす
る。これにより、印刷装置１０は、ユーザ番号「２」により操作を受け付けたことを認識
することができる。なお、登録されていない暗証番号が入力された場合は、再度認証待機
中画面１１１を表示して暗証番号の入力を受け付ける。
【００４７】
　本人認証されると、印刷装置１０は、操作画面２１２を操作パネル１５０に表示してユ
ーザ番号「２」のユーザからの操作を受け付ける。この画面でユーザ番号「２」のユーザ
は、「ダイレクト」を指示することで受信したジョブのリストを表示させることができる
。
【００４８】
　印刷装置１０は、「ダイレクト」の指示を受け付けると、まず、認証印刷が指示されて
いない印刷ジョブのリストを表示する（画面２１３）。ここでは、すでにデータ展開を終
えて出力待ちの印刷ジョブと、データ展開待ちの印刷ジョブとに区別して表示する。すな
わち、スプールエリア１８４に格納されているデータのうち、認証フラグが「０」のデー
タを抽出し、印刷状況を把握して表示する。本図の例では、全ユーザの印刷ジョブを表示
するようにしているが、ユーザ番号「２」の「ＢＢＢＢ」に係る認証なしの印刷ジョブの
みを表示するようにしてもよい。この画面２１３で表示されている印刷ジョブは、順次印
刷が実行される。このため、状況は逐次変化することになる。
【００４９】
　画面２１３で「認証ジョブ」ボタンが選択されると、印刷装置１０は、本人認証された
ユーザの認証印刷が指示された印刷ジョブのリストを表示する（画面２１４）。すなわち
、スプールエリア１８４に格納されているデータのうち、ユーザ番号が「２」で認証フラ
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グが「１」のデータを抽出して表示する。表示の際には、認証印刷であることを示す鍵マ
ークを付すようにしている。このように、本実施形態では、認証印刷が指示された印刷ジ
ョブのリストを、認証印刷が指示されていない印刷ジョブのリストと別画面で表示するこ
とで、認証印刷の対象の選択を容易にしている。
【００５０】
　この画面２１４で認証印刷が指示された印刷ジョブを選択すると、その印刷ジョブにつ
いての印刷設定画面２１５が表示され、認証印刷を実行することができる。ダイレクトプ
リントでは、認証印刷の指定されていない印刷ジョブは順次印刷が実行され、逐次状況が
変化するため、本例では、画面２１３に切り替えるためのボタンは設けられていない。た
だし、画面２１３に切り替えるためのボタンを設けるようにしてもよい。
【００５１】
　なお、印刷装置１０は、認証待機中画面２１１で本人認証を行なった後、所定の時間が
経過した場合には、認証状態を解き、再度認証待機中画面２１１を表示するようにする。
さらに、ユーザからの指示等により認証状態を解くようにしてもよい。また、認証待機中
画面２１１で管理者として認証された場合には、画面２１４で全ユーザに係る認証印刷が
指示された印刷ジョブをリスト表示するようにしてもよい。
２－２）通常認証モード、ダイレクトプリントの認証印刷
　２－２）として、通常認証モードが設定されている場合に、ダイレクトプリントの認証
印刷を行なう場合について図１０を参照して説明する。本例において、スプールエリア１
８４には、図１０に示したようなデータが格納されているものとする。
【００５２】
　通常認証モードでは、認証印刷を行なう際に本人認証が行なわれる。このため、印刷装
置１０は、待機状態において、操作画面２２１を操作パネル１５０に表示してユーザから
の操作を受け付ける。この画面２２１でユーザは、「ダイレクト」を指示することで印刷
ジョブのリストを表示させることができる。
【００５３】
　印刷装置１０は、「ダイレクト」の指示を受け付けると、認証印刷が指示されていない
印刷ジョブのリストを表示する（画面２２２）。ここでは、すでにデータ展開を終えて出
力待ちの印刷ジョブと、データ展開待ちの印刷ジョブとに区別して表示する。すなわち、
スプールエリア１８４に格納されているデータのうち、認証フラグが「０」のデータを抽
出し、印刷状況を把握して表示する。この画面２２２で表示されている印刷ジョブは、順
次印刷が実行される。このため、逐次状況は変化する。
【００５４】
　画面２２２で「認証ジョブ」ボタンの選択を受け付けると、印刷装置１０は、暗証番号
を入力する認証画面２２３を操作パネル１５０に表示する。ここでは、暗証番号として、
ユーザ番号「２」のユーザ「ＢＢＢＢ］に割り当てられた「２２２２２」が入力されたも
のとする。これにより、印刷装置１０は、ユーザ番号「２」により操作を受け付けたこと
を認識することができる。なお、登録されていない暗証番号が入力された場合は、再度認
証画面２２３を表示して暗証番号の入力を受け付ける。
【００５５】
　本人認証されると、印刷装置１０は、本人認証されたユーザの認証印刷が指示された印
刷ジョブのリストを表示する（画面２２４）。すなわち、スプールエリア１８４に格納さ
れているデータのうち、ユーザ番号が「２」で認証フラグが「１」のデータを抽出して表
示する。表示の際には、認証印刷であることを示す鍵マークを付すようにしている。この
ように、本実施形態では、認証印刷が指示された印刷ジョブのリストを、認証印刷が指示
されていない印刷ジョブのリストと別画面で表示することで、認証印刷の対象の選択を容
易にしている。
【００５６】
　この画面２２４で認証印刷が指示された印刷ジョブを選択すると、その印刷ジョブにつ
いての印刷設定画面２２５が表示され、認証印刷を実行することができる。ダイレクトプ
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リントでは、認証印刷の指定されていない印刷ジョブは順次印刷が実行され、逐次状況が
変化するため、本例では、画面２２２に切り替えるためのボタンは設けられていない。た
だし、画面２２２に切り替えるためのボタンを設けるようにしてもよい。また、認証画面
１２１で管理者として認証された場合には、画面２２４で全ユーザに係る認証印刷が指示
された印刷ジョブをリスト表示するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明に係るネットワーク印刷システムの構成の一例を示す図である。
【図２】印刷装置１０とＰＣ２０の機能構成を示すブロック図である。
【図３】認証印刷設定処理について説明する図である。
【図４】印刷装置の記憶装置に格納されるテーブルを示す図である。
【図５】印刷設定画面の一例を示す図である。
【図６】ホールドエリアに格納されるデータの一例を示す図である。
【図７】事前認証モード、ホールドデータの認証印刷処理を説明する図である。
【図８】通常認証モード、ホールドデータの認証印刷処理を説明する図である。
【図９】事前認証モード、ダイレクトプリントの認証印刷処理を説明する図である。
【図１０】通常認証モード、ダイレクトプリントの認証印刷処理を説明する図である。
【符号の説明】
【００５８】
１０…印刷装置、２０…ＰＣ、７０…コンピュータネットワーク、１１０…認証印刷管理
部、１２０…印刷制御部、１３０…印刷実行部、１４０…通信処理部、１５０…操作パネ
ル、１６０…給紙装置、１７０…排紙装置、１８０…記憶装置、１９０…可搬型メモリ用
スロット、２１０…ＯＳ部、２２０…プリンタドライバ部、２３０…通信処理部、２４０
…アプリケーション部
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